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(4) 、1':導体光触媒反応、では，触媒表而の杭 f欠 líírí の少しげfI~分にむいて光酸化反応が， また栴[-欠陥の
多く千五存ーする;'}ij分にむいて対応する選 Jê反応が それぞれ選択(I'，j に進行することを|りl確にした口
(5) 円安化チタン触煤 1-_( こ tl11 干した( 1 金が接触選比反応、を促進する機作を|リl らかにし， 触媒表面の栴
子欠陥サイト Lヘ( 1 金を tu持させることにより触媒作片l を向上させる新しい子法を用品的に呼出し
た。
以上の結*は光、1':存体の電気化予(1'-)応用を展開する 1"" にむいて基礎的な知l 'n!.をうえるものであって，
三十I~j及び応用の両面にむいて貢献するところが大きし h よって本 dl命文は博士I論文として úllî航あるもの
と riなめる。
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